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4 年ぶりのオータムフェスティバルを開催 しました

1〇月2 1日壬曜日に、会和元年以束4年ぶりに希動 郷 巣 村 山と合局イベン ト 「オータムフ

エステ ィバル」を開罹 しま した。

4執 りの飜 ¦こあたり輪 離 では、離 充 矜 就 夫鶴 ! の・ 駐 やわ う 登

勺舞 の需 移 も應 されていたため、翳 離 を隠 ポ し、編 客 ご鎭 駐 硫 霧 雲 ・

簡徵蕃蘭の普覆を年齢 こご秦賞 をさせていただき韻冶 しま した。

智日は、微 韻 の義磐 も氣く、笑裕 こも

第まれ飜 報の新南額 の ご鬚 、論 の

1 f 、解 臟 の離 など熟 63磐の為 こ

開会・では、浦 こ長年の建て替え工事に

を皆 W して協 の為 経 驚 糖 覆 こ遅

今回のフ ェステ ィバルの開罹を心卷らにしていたとの お 話 をいただけま した。

好 二期 労 ※ 坂 では、ビ形 & タ, 頰 、牟弄 今笑 禰 韻 、う " 洲 二 U
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た。

た。

ま した。

•美

東村山の

箋くの芳の さ備 労 によ り、イベン トは無事に, 亨 しま したが、

号回の開催内容を参署にノ う八日を奮禮 して、今後のイベン ト企画の

舞 賀 につなげていきたいと魚かます。

雪谷、ご1笛獲 • 糸溶 いただいた筒裸の普覆ありがとうございま し

た。ご劉 &いただきま したご蒙 法、地域の皆様、際 ! 麟 ! の誉覆、密族 簡髄 にありがとうござい

常璽 の殲

利用者様の祐品飯売のほか、希蛍の^ 東 村 山の聴 員が工夫を凝らして企画 したケームコー

諭 では、

い べ ん u  .ぶ

本設移始後初、かつコロナ後

の初めてのオータムフェステ ィ

ん $ の麒罹とな りま したが、

大きなイベン トの企画経験のあ

る曲 員が少ない中で、実右委員を中 心 に企画や淮磚を行いま した。

蘭閃の読 りつけは、源二んぐ辞 、A り の襄 あ では賴をイメ二, した誼案を叡 らし、そ

牟二蜀 \ - 卜型の誼壘も襲飾 され、或を蔵 じる題

る任靄 奇 款 為 倦 な ごみの範

ひ だ ま りの皇 きよせ 様 に真心' こめ て 手

の中には億れミッ

な勇囲気にな りま した。

廊下の絵は、孫 日や奈暇の時簡を使い利用者蠢とユニ ッ ト喊 員

が僞いた盛を籠 りま した。萩の餐べ勒 を備いている利用者! もいれ

ば、癖きな辛 ふラクターや瓢に観わる慈を備いてくれた利用闇 覆も

おり、而’蒲 象 る熟 肯らしい襲蘆 作爵の敏為 び、黄 德 の罷 舅 を

爵 り上げま した。

さらに圭 ッチンカーを手配

し、プロの作るたこ焼きゃ

クラムチ ャウダー、ラランク

ラ赫 、游 げ ・糸訂 、

クレニラを奮罷 しま した。
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ほんせつ ひ っ こ なつやす

本設へ引越 してはじめての夏休み !!

め K - h k s K q  チ © K o  ナ ぬ
本設建物に引越 して初めての置床みを迎えま した。

罷 に祷 つ段 きなラ二ルに、砲 署 の醜 は 祥  辟 、彩 彩 。

律き論や茶鶴箱で殖んだり、バ シVバシV と巖矢に策 をかけ各 った

りと、久 しぶりのプールを楽 しんでいま した。

置蘇み蘭 は世 '非 ごとに藏 な状 界 を踏 し、置應 い

由をたくさん祥 りま した。置昧み積制の りは、知南I著の誉

様も喊 員 もー繕にな って大感 り上が りで しゃ。劃れたスイカはみ

んなで糞條 しくいただ きま した。勘 こも舞 しそ うめんや檄 、

ク ッ圭ングなど、利用者の皆様が好きな楽 しめることを企画 しま した。 どの企崗もとてもいい

襲 1W が負 られ翼 しんでいただけま した。

また、衆弱龍紡の簸祉爾 こはi Mのある :、わくわくひろば" と、お酎歩ができる 、、とことこの

みち〃があ ります。E言別な答蕾がなくてもララン5 などの願 で糖んだ り、のんび りお叡歩 した

りして、塁 しい株肯 を曲ごしま した。

K q チ s K q k s K o k 9 K q k ^ K マ » め

おいしい野菜を収 穫 しました!!

\ ¢ • ! しZ>9ヽ̶ ノ "• \ ¢ • • >〇よ\ ・• ・ノ 飽・

の本設建物に薪たに 畑 が設耆されま した。現卷、菌套スタ ッフさん • 米ランテ ィアさん

す。この簡、牟 ユウリ ・子・支 ・ラ学 ドす 卜・じゃがいもと、たく

さんの蜂 を成畿 し、W W i i の角 こ亀蓮をお龍い し、新眉害

曜に召 し上が っていただきま した。 じゃがいもは 4.5 kgも液 穫

プチ トマ & については、とても甘 くておい しい漏 ! を措えていた

だ き ま した ! 繭閃 を 敏・軍 に 畑 に追 ら 膏 り、 嵐 れ た て の

ラ・ E 卜をその遍で泰 って・龍 りま した い
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1〇月 に入 りサツマイモの 収 穫 を 行 いま した ひ蘭套スタ ッフと罪ランテ ィアさんに収 穫 の

翠篇を していただき、多くの莉眉箸物 こ學ほり裸験を していただきま した ! なかなか主を触 る徐

額がないため紡・ しく主に航れる普、資模に秘を言¦ つ奮 り辱尹 ¦ をを坂饗 しようとする晋、

芋擊 に下 しずつ慮 り色す覧、劉 5された莉南I箸篠それぞれが掌ほ りを冥 しんでおられま した ?

凝 も筒が鏡 寧 できるか繁 しみですね ? i i スタ ッフさん • 7̂ ^ ン^ イアさんこれからもどう

ぞよろ しくお龍 いいた します !

#ヽ •  • >〇» 、• • • ノ ・・ ¢ゝ •

秋をイメージして壁面の装 飾 をしました! ME)
のびのびたいもの糖勤 を館 して、執の璽簡 を作 りま した。、勺ポの嚴 に盗の員で卷 を祥 け、

□ス¢ スの捲には, 二元を貼 りま した。談 らしい璽箇です。

ハ ロウィンの饅面は、手形Xt)®  を戚 っておばけやかぼら やを

作 りま した。

で きあが った i i 箇 を寛て 「おばけ」 のポー支を して くれ、

ハロウィンを楽 しみに しているようで した。

ハ ロ±インの次は、クリスマスの璽面を孕定 しています。

ご棄蘭の藤はぜひ整 を足めて、痴 を斂 じていただけた らと

雑います。
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